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Abstract:Fourdomesticspeciesand,OnespecZesandonerormaoralienp)antWhichwerenewlyroundinNa-
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は じめ に

本研究は長崎県のフロラの解明を目的とする

もので,主として外山 (1980)の ｢長崎県植物

話｣および松林 (1981)の｢長崎県シダ植物誌｣
の目録に記されていない,いわゆる県新産の植

物と,希産種の産地追加を記録する.記載の形

式は前回までと同様である.一部の植物の生育

地は長崎市の佐藤太氏,佐世保市宇久町の大岩

保雄氏にご案内いただいた.厚くお礼申し上げ

る.

県新産の植物

新鹿の在来種

315.ツクシオオクジャクDryopterLIs handeliana

c.chr.(オシダ科)(図1)

長崎市悪所岳 [長崎2,4929-07-11],380m,

Sept.22.2(X施 (No.20074)

オオクジャクシダに似ているが,小型で,胞

子轟は羽片の緑辺につく.佐藤太氏が発見され

たもので,現地を訪れ確認した.

316.アサマイチゴRubLLSaSOmaenSis Sugim.(バ

ラ科)

雲仙市雲仙妙見岳 [島原3,4930-12-03],

図1.ツクシオオクジャク (長崎市)

13∞m,July30.1995
ミヤマニガイチゴとクマイチゴの雑種である

妙見岳から国見岳への尾根沿いに生育している

317.トウカイコモウセンゴケDroseratokajensis

(Komiya&C.Shibata)T.Nakamura& Ueda(モ

ウセンゴケ科)

かつてカンサイガタコモウセンゴケとよばれ

ていたもので,中村 ･植田 (1981)によってコ

モウセンゴケとモウセンゴケの雑種起源の分類

群であり,上記の名前で記載された.これまで

東海地方と近畿地方,四国香川県に知られてい

るもので,花の形態は記載されていないが,和

名からコモウセンゴケに近いものと考えられる
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図2.キレハヒメオドリコソウ (長崎市)

長崎県で発見した上記の産地では,コモウセン

ゴケとモウセンゴケが接して生育している場所

で,植物体も花も両種の中間の形態をしており,

明らかに雑種と思われ,一応 トウカイコモウセ

ンゴケとしておきたい.東海 .近故地方の トウ

カイコモウセンゴケとは起源が異なるもので,

今後比較研究をする必要がある.

318.ケチ ドメグサFIJ-dlVCOry/e dichondriot'des

Makjno(セリ科)

長崎市野母崎町遠見山東谷 [野付崎3,4829

-76102]15m,Feb.18.2007,(No.20182)

チドメグサヤヒメチドメグサににて,茎は地

面をほうが,棄黍と事柄に口毛がある.九州か

ら南の亜熱帯から熱帯に分布

するが,九州は今のところ南

部に限られているようであり,

上記の産地は北限となる.坐

育地は谷の湿った岩上である.

これまで注目されてこなかっ

たが,今後長崎県各地で発見

される可能性がある.

新鹿の帰化植物

319.キレハヒメオドリコソウ

(シソ科)(図2)

長崎市三つ山町六枚板 [長

崎 1,4929-17-52]40m,Apr.

17.2(氾7,(No.20192)

和名のように兼には荒い鋸

歯があることが特徴で,ヒメ

オドリコソウよりも花は大き

く美しい.上記の産地にはミ

カン畑の雑草として生育していた.

320.マルバ トゲヂシャLacluCa∫Cario/aL.f.in-

legr'foliaG.Geck.(キク科)

長崎市小江町 [長崎3,4929-16-05],1m,

Dec.24.2∝垢,(No.20163)

トゲヂシャは葉の切れ込みがよく発達し,羽

状になるが,マルバ トゲチシャは切れ込みがな

く,葉が細くなる品種である.

希少植物の産地追加

252.コウラボシLepisonLSLIChiyamae(Makino)H･

lto(ウラボシ科)

佐世保市宇久島マグラ [′ト値賀島1,4929-

71-00],10m,Sept.24.2∝泊,(No.2CKXi3)
海岸近くの岩の間に生育する小型の着生シダ

である.上記の産地は大岩保雄氏の発見による

ものである.

253.テツホシダC),closorusinIerruptusH.1to(ヒ

メシダ科)

西彼杵郡時津町前島 [大村4,4929-26-34],

2m,Sept.29.2006,(No.2∝舶) ;西海市西

彼町湯島

大村漸 鎗岸では唯一西海市西彼町風早郷から

知られていたが,上記の2カ所の島にも生育し
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図3.テツホシダの分布図
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ていることを発見した.いずれも海岸近 くの低

湿地で,前島ではススキ,ヨシなどと共に群生

しており,港島ではオオミズゴケと生育 してい

た.長崎県ではこれまで10カ所の生育地が知ら

れ,その内3カ所が大村湾沿岸である (図3).

254.キノクニスゲcarexllu715umuruFranch.(カ

ヤツリグサ科)

西彼杵郡時津町鷹島 [大村4,4929-26-36],

5m,Aug.24.2006,(No.20078) ;同郡同町

黒鳥[大村4,4929-26167,3m,Ju)y17.2006,

(No.20093)

本種は主として無人島に生育していることが

知られており,大村湾においても大村市白鳥に

知られていたが,上記の2つの島にも生育 して

いることを発見した.席島は今は無人島である

が,かつては人家が数軒あった島である.この

島には多数の個体が生育していた.これらの島

はいずれもタブームサシアブミ群集あるいはそ

れに近い組成の森林に被われている.長崎県内

ではこれで9カ所の産地があることになり,そ

の内無人島が6カ所,陸けい島が 1カ所,有人

島が2カ所である (図4).

255.コウシュンシバZoysiamalre/La(Linn.)Merr.

(イネ科)

西海市大島町寺島 [佐世保南部2,4929-45-

41],5m,Aug.28.2004,(No.19753) :a

世保市宇久町大浜 [/ト値賀島1,4929171-00],

8m,Sept.24.2006,(No.20066) ;大村市白

鳥[大村 2,4929-27-75],1m,June18.2(X施,

(No.20119)

これまで県内では有川町,生月町,口之津町

から知られていたが,上記の地にも生育してお

り,生月由以南の各地の海岸に生育 しているこ

とがわかった.宇久砧では多くの海岸植物と共

に群生 しており,踏みつけの強い所だけシバに

置き代わっていた.シバよりも踏みつけに弱い

ことを示 している.

256.コウライシバZoysiatenu'folia Willd.(イネ

料)

佐世保市宇久町平郷 [/ト値賀島1,492917 1-

21],2m,Sept.24.2006,(No.20063)

コウシュンシバに比べてさらに紫は細 く針状

であり,生態的にもより汀線に近い波しぶきが

かかるような岩上に生育 している.

257.シズイschoe170PIectlLSnipponicu∫(Makino)T.

Koyama(カヤツリグサ科)

長崎市琴海町飯盛山東 ドプ池 [神浦 1,4929

135-19],450m,Oct.28.2006,(No.20128)
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図4.キノクニスゲの分布図
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これまで西海市大瀬戸町と

東彼杵町から知 られていた

(中西1995).上記の産地 も

個体数は少ない.

258.シバナTrig/oC/Nln 川ariti-

〝MmL.(シバナ科)

長崎l市琴海町西海 [大村4,

4929-26-33],Om,Dec.16.

2(X札 (No.20168)

広 く分布するが,埋め立て

や護岸工事で少なくなってお

り,絶滅危供種に指定されて

いる.長崎市からは初めての

発見である.

259.ウ ミ ヒ ル モFla/ophila

ova/is(R.Br.)Hook.FtI.(トチ

カガミ科)

西彼杵郡時津町前島 [大村



図5.ツクシネコノメ (長崎市)

4,4929126134],0m,Dec. 16.2006,
(No.20166)

小型の沈水植物で,浅い海底に生育する.県

内ではこれまで10カ所の生育地が知られ,その

うち6カ所が大村湾となる.

260.コアマモZosterajaponicaA£chers.eLGraebn.

(アマモ科)

西彼杵郡時津町前島 [大村4,4929-26-34],

Om,Dec.16.2(伽,(No.20165)

干潮時には干上がる浅海の砂泥地に群生する.

前島北部には生育地が多い.

261.ツクシネコノメソウChrysosple17iumr/70bo-

dospermun7Maxim.(ユキノシタ科)(図5)

長崎市大山町 [長崎2,4929-07-20],300m,

Apr.8.2007,(No.20194)

コガネネコノメソウに似ているが,琴裂片は

黄色ではなく,淡緑色で,非の表面の毛は長く,

1-1,5mmある.これまで県内では雲仙岳と多

良岳に知られていたのみである.佐藤太氏が発

見されたもので,現地を訪れ探jjl･することがで

きた.

262.シマキケマンCorydolisIashirDiMakino(ケ

シ科)

大村市白鳥 [大村2,4929-27-75],1m,

June18.2CXXi,(No.20115) ;南島原市加津佐

町岩戸山 [口之津 1,4929-71-42],∽m,Apr.
28.2∝)7.

本種の現存する生育地は長崎市野母崎町岬木

場,同市三和町宮崎,西彼杵郡長与町豊崎のみ

であったが (中西2(X冶),上記の地に生育して

いるのを発見した.キケマンに比べて小型で

弱々しく,キケマンの若い個体と似ているが,

果実があれば容易に区別できる.生育地は波浪

の影響が少ない海岸か沿岸部である.

263.ヒメナミキscute//al･ia depende17∫ Maxim.

(シソ科)

諌早市久山町 [長崎1,4929-17-99],2m,

July4.2003,(No.19714)

外山 (1980)は島原半島,西彼杵半島,福江

島から記録しており,中西 (2002)は佐世保市

江上浦町から記録している.生育地は佐世保市

江上浦町の産地と同様に沿岸部の水田の緑であ

る.

264.コナミキ (シソ科)

大村市白鳥 【大村2,4929-27-75],1m,

June18.2006,(No.20117)

海岸近くの林緑に生育するまれな植物で,こ

れまで知られていた確実な生育地は長崎市と佐

世保市のみであった.一見ヒメナミキと似てい

るが,下部の紫には長い菓柄があることで容易

に区別できる.
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